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「 ラ ジ オ 体 操 」 
 

「腕を前から上げて、のびのびと背伸びの運動…」と６時３０分になるとラジオ

から音楽が流れる。ラジオ体操の始まりだ。かつて私たちが子どもの頃は夏の風物

詩だった。 

早朝、６時半近くになると小学生たちが眠い眼をこすりながら、地域の広場に集まって来た。

上級生の指示のもと整列し、お盆と日曜日を除き毎日約１０分間、ラジオ体操第１と第２をした。

そして、夏休みの終わりに毎日参加した褒美にノートや鉛筆などを地域の大人からもらった。私

などはその褒美をもらいたいばかりに６年間ほとんど休んだことがなかった。 

しかし、もうかなり前のような気がするが、いつの頃からだろうか。ラジオ体操をするために

広場に向かう子どもたちを毎朝見るということがなくなった。最近はラジオ体操を知らない高校

生も増えているという。そう言えば、体育祭の準備運動でラジオ体操をする学校も少なくなった。 

 夏休み中のラジオ体操は大都市地域ほど実施率が低いそうだ。「共働き等で忙しい保護者が増

え、世話役が確保できなくなった」などがその理由という。 

せめて、夏休みのある期間だけでも児童・生徒、保護者、地域の高齢者等が 

一緒になってラジオ体操をすることができれば、お互いが顔見知りになり地域 

の人間関係の絆も強くなると思うのだが…。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （バレー・バスケット・バドミントン・ドッジボール・フットサル） 

７月１６日（木）。途中雨がぱらついたものの、無事全種目実施することが出

来ました。どの種目でも熱い戦いが繰り広げられ、各クラスの団結がより一層強

まり、大きな歓声が上がっていました。 

 

 

○陸上部 
 全国高等学校陸上競技対校選手権大会北九州 

地区予選大会  男子４００ｍ 第６位 徳永将勝 
○レスリング部 
 全九州高等学校体育大会レスリング競技 
  団体戦 準優勝 

 個人戦 ７４kg 級 第３位 村上貴之 
○剣道部 
  全九州高等学校体育大会剣道競技 
    男子団体 準優勝  女子団体 準優勝 
    男子個人 優 勝  大坪学嗣 
    女子個人  第３位    岩本礼可 
○ソフトテニス部男子 

全九州高等学校体育大会ソフトテニス競技 
    男子団体  第３位 
○放送部  
  全国高校放送コンテスト長崎県大会 
    朗読部門 優秀賞 吉田桃子 
○写真部 
  九州高文連美術・工芸書道写真展大分大会 
    写真部門 優秀賞 松本麻綾 
○その他 
  長崎県理数科高等学校課題研究発表大会 優秀賞 

 

体育部 

（インターハイ）   

○ソフトテニス男子  本多健士郎  松尾耕大 

 本田雄大      那須賢将   吉田拓郎 

 森崎圭佑     ○剣道女子    伊藤 駿  

 中村彰孝      小森田渚   草野隆大 

 河内佑樹      平石ゆいこ  松本喜朗   

 佐藤彰剛      岩本礼可   稲田 貴   

 平川健太      下田有紗   原田 駿   

 長嶋広晃      馬場亜侑美  伊藤 優   

 幸田真吾      松嶋祐希   堀内郁実   

○ソフトテニス女子  増田 雅  文化部         

 荒木友利恵     小揚由紀子 （全国総文祭）  

 和田夏希     ○弓道男子   ○文芸              

○陸上男子      岡部昌也   池田加奈子   

 德永将勝      田浦英武  ○美術      

○剣道男子      松田 研   大場鈴己 

大坪学嗣      金本祥那  ○放送  

 南部泰斗      中村圭佑   吉田桃子 

 浦瀬大樹      太田真也  ○囲碁  

 山口勇樹     ○レスリング  宮﨑稔樹 

中野 光      村上貴之   髙原一壽 

入江洋平      馬場貴大   山﨑和貴 

※ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストにも出場 
全国高校囲碁選手権大会にも出場 

 島高だより 

平成 21 年７月号 

(通巻第 40 号) 

長崎県立島原高等学校 

編集：情報図書部 

校長室から 

校長 辰田幸敏 

８月の主な行事予定 
１日（土）夏季補習（全学年） 

３日（月）～１０日（月）夏季補習（３年） 

９日（日）登校日（平和教育）（午後３年補習） 

１１日（火）大学別オープン模試（３年） 

１７日（月）～２４日（月）雲仙学習合宿（３年） 

１８日（火）～２２日（土）夏季補習（１・２年） 

２４日（月）校内実力，学習環境調査（１・２年） 

２６日（水）～３１日（月）授業設定日 

２７日（木）オープンスクール 

２９日（土）～３０日（日）全統Ｍ模試（３年） 

３０日（日）ハイレベル実力（２年） 

祝 最優秀賞 

県ＰＴＡ広報紙コンクール 

 期日  ７月２日（木） 
 場所  島原文化会館 
 講師  前田 剛氏（島原高校第５０回生） 

    演題「島に生きる 自然保護に生きる」 
 講師プロフィール 

 ・大学卒業後、(財)国立公園協会 西表島駐在研究員や環境省対馬野生生物保護センターアクテ

ィブ・レンジャーとして絶滅の危機に瀕する希少野生動物（イリオモテヤマネコとツシマヤマ

ネコ）の保護に４年間携わり、現在は、島の自然と人情、可能性に魅せられた対馬で、地域振

興、農業振興のコーディネートに取り組んでおられます。 
 ・ＮＨＫドキュメンタリー「長崎ヒート」のテレビ放送を見た、当時前田先生の担任であった北

島先生の紹介で今回講師をお願いしました。 
 ・高校時代は、応援団長で、ぼろぼろの学生帽をかぶって登下校しており、硬派で礼儀正しい生

徒という印象が強いということでした。 
 生徒の感想等 

 ○とても感動しました。将来、社会人の一員として仕事をするときに前田さんのように自分のた

めに、やりがいを感じられる職に就きたいです。 
 ○アクティブレンジャーという職業は初めて聞く職業で、すごく興味を持ちました。ツシマヤマ

ネコを保護する活動には、直接には関係がなくても、関連してドングリを育てたり、ヤマネコ
も住みやすいように地域での活動で工夫したりなど、すごいと思いました。… 身近にできる

エコ活動を私も少しずつやっていきたいと思います。 
 ○最近、環境に関する文章を読む機会が増えたように思います。 … イリオモテヤマネコにし

ても森林伐採にしても誰でも「問題だ！」「大変だ」と思いますが、前田さんのようにうまく

いっていない今の現状を発憤材料にして頑張っていらっしゃるというのは本当にすばらしい
ことだなあと思いました。 

主な部活動成績 

１ 

２ 

３

４ 

５ 
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さすが島高生、やっぱり島高生・・・  卒業生より 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 長 矢 島 卓 弥 ２年 美化・応援 白 石 安 奈 ２年 

副 委 員 長 坂 田 祐 己 ２年 書 記 濱 﨑 千 怜 ２年 

規 律 園 田 莉 沙 ２年 体 育 松 本 哲 也 １年 

庶 務 会 計 川 島 大 輝 ２年 美 化 谷 口 隼 輔 １年 

保 健 森  大 地 ２年 書 記 内 田 真 美 １年 

総 務 垣 本 実 咲 ２年 文 化 長田真莉乃 １年 

体 育 亀 田 玲 奈 ２年 規 律 金 子 瞭 平 １年 

文 化 小 松 史 枝 ２年 保 健 池 田 舞 子 １年 

 

 

 

 

【進路指導部 祝 利久】 

 ７月３日（金）午後、恒例の高大連携出張講義が行われた。県内の大学を始め、佐賀大学、熊本大学か

らも先生をお招きし、入試情報や就職状況等の説明および模擬講義をお願いした。生徒たちは希望により

講座を選択。１０数人の小講座から７、８０人の大講座まであったが、将来を考える機会の一つとして興

味をもって受講していた。 

【生徒感想】 

○難しい用語や考え方が出てきたが、中学や高校で習ったこと（知識）が 

自分の中で結びついていく喜びを感じた。 
○作業療法では『患者さんが主体（患者さんのエネルギーを引き出すこと 

が大事）』で、患者さん自身の努力が結果に結びつくという言葉が印象 
深かった。 

○数学は一つの問題に対して一つの答があるものと思っていたが、今日出会った数学は、一つの式でも国
や場所、時（比例定数）によって無数の答がある（地域に相応した答を出す数学というものがあり、人

口問題や事故予測等の面で現実社会に活かされている）と知り、数学は素敵だと再認識した。 

 
【進路指導部 相川保彦】 

 夏季休業期間は、各学年ともに、学習面および進路選択において、大切な期間となります。生活の

リズムを崩すことのないよう、「帰宅時間」「家庭学習開始時間」「就寝時間」の３点を固定して、

充実した日々を送って下さい。以下、各学年のポイントを記します。 
１年生 
  １ 文武両道を中心とした、高校生としてのリズムを確立しよう。 
  ２ 授業、夏季補習は意欲的に取り組もう。 
  ３ 文理コース選択について、家庭でじっくり話し合おう。 
  ４ 余裕がある１年次に、学校以外の活動にも参加して視野を広げよう。 
２年生 
  １ 学校の中堅として今なすべきことを考えよう。文武両道を一番問われるとき。 
  ２ 生活リズムを再構築しよう。 
  ３ 入試へ向けて意識を高めよう。 
     オープンキャンパスへの参加など、進路に関する情報収集にも努めよう。 
３年生 
  １ 「夏を制する者は受験を制す」 夏に鍛えよう。 
   受験においても上級学校での学習においても、基礎学力の充実は大切。 
  ２ 雲仙学習合宿で集中した自学自習と、質問による課題解決を実践しよう。 
  ３ 志望校決定に向けて、確かな情報収集と、家庭・担任との十分な話し合いをもとう。 
 

先日の風雨の日、男子島高生が光永商店さんの前を下校していました。光永商店の前の道路には、

風雨で光永商店の鉢植えが転がっていました。男子高校生は、鞄を置き風雨の中、傘を差しながら

鉢植えを片付けていました。何気ない行動でしょうが、道路の安全が守られ、光永商店さんが助か

り、見ていた私の心が温かくなったワンシーンでした。男子島高生、有難う！島高の先生方の「徳

の教育」が実践されていることを嬉しく思います。 

県内で「振り込め詐欺」が連続して発生しています。長崎地区から 

大村・諫早地区の高校の卒業生の親族に被害が広がっています。島原 

地区にも被害が及ぶことが懸念されます。十分に注意してください。 

 

１・２年生 ５６０名が２１講座に分かれて 

大学の講義を体験 

   

 

  今年度も島原高校で２つの講座を開講しますが、９

月から開催の「数学講座」についてご案内します。 

【講座名】 ①島原高校「数学講座」 

    ②運動へのきっかけづくり 

(１１月から実施予定です） 

【対象者】中学生以上で興味関心がある方  

 （保護者、市民、中学生） 

【実施場所】秋岳館（同窓会館） 

【実施期間】   

９／１９（土）、 ９／２６（土）、１０／３（土） 

１０／１７（土）、１０／２４（土）、 １１／７（土） 

１１／２１（土）、１２／５（土）、１２／１２（土） 

               （計９回） 

【講師】酒井俊治教諭  

【申し込み方法】  下記あてお電話ください。 

問合せ先 

  島原高校：酒井俊治（数学） 

  ☎  ０９５７（６３）７１００ 

※講座については、毎回ではなく出席可能な日に受講

していただいても結構です。 

※保護者の皆様には、８月末、お子様を通じて申し込

み用紙を配布予定です。 

平成２１年度県立学校地域開放講座 

 

          平成２１年８月２７日（木） 

１１：３０～１２：１５（４５） 

授業公開（１・２年生の４校時を公開） 

１３：３０～１４：２５（５５）全体会 

（体育館アリーナ） 

①教頭挨拶（５） 

②日程説明（５） 

③学校紹介（２０） 

④理数科生徒の説明及び研究発表（２０） 

⑤授業体験への移動案内（５） 

１４：４０～１５：２５（４５） 

  授業体験 

  （国語・社会・数学・理科・音楽・美術 

   英語・家庭） 

１５：２５～ アンケート記入・回収 

（授業体験の会場にて） 

１５：１０～１５：４０（３０） 

  保護者懇談会 

  【在校生保護者との懇談会】 

１５：５０～１６：５０（６０） 

  部活動体験、自由見学および個別相談 

 

☆ 新常任委員長挨拶    「より良い学校生活を目指して」 ☆ 

                         第６０期生徒会常任委員長 矢島卓弥 

 今回、新たに生徒会常任委員長を務めさせていただきます矢島卓弥です。私は昨年度も常任

委員として仕事をしていましたが、今年は昨年以上の気持ちで臨まなければならないと感じて

います。勉強と部活動、そして生徒会、この３つすべてにおいて良い結果を残すことは難しく、

皆さんに協力を求めたり、迷惑をお掛けする事もあると思います。しかし、その分皆さんにと

って今以上に楽しく、有意義な学校生活を送ってもらえるよう、精一杯努めさせていただきま

すので、一年間よろしくお願いします。 

「島高の授業」を

体験してみよう。 

 

楽 し く

学ぼう 


